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Abstract Response to the sex attractant and factor of attraction of male Synanthedon hector 
were investigated from the end of April to the end of October in 1998 and from the beginning 
of July to the beginning of October in 1999 at a low hill in Nagoya, Japan. Attracted males 
were hovering near the synthetic sex attractant lures, but never touched them. Males were 
attracted to the synthetic sex attractant lures not only before sunset, but also at daytime under 
low illuminance. This suggests that male attraction is stimulated by decrease of illuminance. 
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は じ め に 


コス カシ バ , Synanthedon hector (Butler) iX, 鱗 閉 目 ス カシ バ ガ 科 に 属し . その 幼虫 は バラ 科 の ソ メ 
イ ヨ シ ノ , ウメ , モモ な ど を 加害 する こと が 知ら れ て いる . コス カシ バ の 交尾 は , 処女 雌 が 求愛 姿勢 
(コー リン グ ポ ー ズ ) を と り 空 気 中 に 性 フェ ロモ ン を 放出 する こと に よっ て , 雄 が 誘引 源 に 飛来 し 雌 を 
発見 する こと で お こ な わ れる . He (1977) の 研究 に よる と , 処女 雌 の 求愛 姿勢 は , 日 長 時 間 の 長 
い 6-5 月 に は 日 没 1 時間 前 頃 か ら , 短い 9-10 月 に は 日 没 2 時 間 前 頃 か ら 始 まり , 日 没 頃 に は 時 期 に 
関係 な く ほ と ん どの 雌 が 求愛 姿勢 を と る . 雄 の 処女 座 へ の 飛来 時 刻 は , 雌 の 求愛 姿勢 と ほぼ 平行 し て 
vc, 雌 の 日 周 性 と よく 一 致し て いる . 雌 の 求愛 姿勢 は ある 一 定時 間 以 上 の 自然 光 に よる 照明 が 必要 
で あり , 暗 と 明 の バラ ンス の と れ た リズ ム が 誘起 条件 で ある と 考え られ て いる . し か し な が ら , HR 
虫 の 性 フェ ロモ ン に 対す る 反応 の 誘起 条件 に つい て は 明らか に な っ て いな い . 


本 種 の 雄 は , (E, Z)3, 13-octadecadienyl acetate と (Z, Z) 3, 13-octadecadienyl acetate の 1 : 1 混合 物 に 強 
く 誘 引き れる こと が 報告 きれ て いる (Yaginuma et al., 1976). 本 研究 で は , ARINC em S Tc 
引 物 質 を 用 いて , コス カシ バ 雄 成虫 の 誘引 反応 と 読 引 条件 を 調査 し た . 





材料 と 方 法 


コス カシ バ 雄 成虫 の 誘引 ルアー と し て , 信越 化学 工業 株 式 会 社 製 の SE ルアー コス カシ バ (Fig.1) を 
用 いた . 本 ルアー は (E, Z) 3, 13-octadecadienyl acetate と (Z, Z) 3, 13-octadecadienyl acetate Ze 1:1 の 
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Figs l-4. Experiment of male attraction of Synanthedon hector. |. Sex attractant lure. 2. 
Trap with sex attractant lure. 3. Field experimental site in Yagoto Cemetery Park, 
Nagoya. 4. A male hovering near the lure. 


割合 で 混合 し た も の を , 高き 19 mm, 最大 直径 10 mm の ゴム キャ ッ プ に 1mg 浸透 きせ た も の で ある . 
また , 雄 成 虫 捕獲 用 の 粘着 板 ト ラッ プ と し て , 信越 化学 工業 株 式 会 社 製 の 白色 の SE トラップ (Fig. 2) 
を , 誘引 ルアー を 付 し て 使用 し た . 照度 計 は 日 本 硝子 株 式 会 社 製 の FINE LUX METER FLX-1332 
を , 温 湿度 計 に は 佐藤 計量 器 製 作 所 製 の デジ タル 最高 最低 温 湿度 計 PC-5000 TRH を 用 いた . 


調査 場所 (名 古屋 市 天白 区 八事 霊園 ) は , 都市 近郊 の 丘陵 地 で 本 種 の 食 樹 で ある ソメイヨシノ が 寺 園 
内 の いた る と ころ に 植 栽 きれ て いる . コス カシ バ の 被害 は , や や 衰弱 し た 大 木 に 多く (有田 ら , 1994), 
調査 場所 の 近く に は 大 木 の ソ メイ ヨシ ノ の 街路 樹 も あり , コス カシ バ が 毎年 多数 発生 する こと が 確認 
され て いる . 


調査 は , 約 17 m 離れ た 2 本 の ソメイヨシノ の 間 に , 約 1.5 m の 高き に 販 水 を 張り , 誘引 ルアー を 2m 
間隔 に 3 個 吊 る し て お こ な っ た . 雄 成 虫 が 飛来 し , 誘引 トラ ッ プ の 近く で 静止 飛 交 (ホバリング ) し 
た 時 点 を 誘引 きれ た と し , その 時点 で の 照度 , 温度 , 湿度 を 測定 し . その 後 成虫 を 捕獲 し た . また , 
BRE, 温度 , 湿度 は , 調査 開始 後 10 分 毎 に 測定 し 記録 し た . 本 研究 で 使用 し た 照度 計 は 最高 200.000 
Ix まで し か 計測 で き な い の で , 照度 の 上 限 は 200.000 lx と し て 記録 した. な お , 調査 は 1998 年 4 月 
29 日 か ら 10 月 25 日 まで の 間 に 計 39 回 , 1999 年 7 月 6 日 か ら 10 月 7 日 まで の 間 に 計 20 回 実施 し た . 
1998 年 は 日 没 2-3 時 間 前 か ら 日 没 10-30 分 後 ま で , 1999 年 は , 日 中 か ら 日 没 時 まで 実施 し . この 間 
1 ヶ 月 毎 に 誘引 ルアー を 更新 し た . 


上 記 と 同じ 調査 場所 で , 1999 年 9 月 20 日 か ら 10 月 1 日 に か け て 10 日 間 (9 月 24 日 は 台風 接近 の た 
め 実 施し な か っ た ), 18 時 30 分 (日 没 時 刻 の 約 30 分 後 ) か ら 翌 日 の 8 時 30 分 (日 の 出 時 刻 の 約 3 時 
間 後 ) まで , ソメイヨシノ の 樹 間 に SE トラ ッ プ を 設置 し , 雄 成虫 の 誘引 を 調査 し た . 
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Fig. 5. Temperature and humidity in period of attraction of male Synanthedon hector. 
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Fig. 6. Seasonal change of mean temperature in period of attraction of male Synanthedon 
hector in 1998. 


OoOo O R 
1. 誘引 個体 数 と 誘引 時 の 雄 成 虫 の 行動 


1998 年 の 調査 で は , 39 回 の 調査 の うち 26 回 で 合計 121 頭 の 個体 を 誘引 する こと が で きた . 7 月 中 旬 
まで は 誘引 個体 数 も 少な く , 1 頭 も 誘引 され な いこ と も あっ た (19 回 中 10 回 ) が , 7 月 中 旬 か ら 10 月 
上 旬 に か け て は 謎 引 個体 数 も 多く , 104 頭 (86.0%) が 誘引 され た . また 1999 年 の 調査 で は , 20 回 の 
調査 の うち 19 回 で 合計 166 頭 の 雄 成 虫 の 誘引 飛来 を 確認 し た . 


合成 性 誘引 物質 に 反応 し て 風下 か ら 飛 来 し た コス カシ バ の 雄 成 虫 は 。 ルアー を 中 心 に 半径 約 3m, E 
き 約 1.5-3.5 m の 範囲 で 円 を 描く よう に 飛翔 し . 風 の 弱 い 時 に は , その 後 ル アー か ら 約 2-30 cm OEE 
離 で 静止 飛翔 する の が 観察 され た (Fig.4. また , ルアー 近く の ソメイヨシノ の 樹 間 や 設置 し た カメ 
ラ な どの 周辺 を 飛翔 し た り , ルアー 間 を 移動 飛 素 する こと も 見 られ た が , 決し て ルアー に 静止 する こ 
と は な か っ た . 
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Fig. 7. Relationship of illuminance and number of attracted males of Synanthedon hector. 
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Fig.8. Relationship of time and number of attracted males of Synanthedon hector. 


2. 雄 成 中 誘引 時 の 気温 と 湿度 


雄 成虫 の 誘引 時 の 気温 (Fig. 5) は , 1998 年 の 調査 で は 23.1-3422C, 1999 年 の 調査 で は 23.0-33.0'C の 
範囲 で あっ た . 雄 成 虫 の 誘引 個体 数 は , 気温 が 26-30C の 範囲 で 多く , 1998 年 の 調査 で は 81 頭 
(66.995), 1999 年 の 調査 で は 134 dH (82.590), 合計 215 頭 (74.9%) で あっ た . また , 1998 年 の 調査 で , 
雄 成虫 の 誘引 時 の 平均 気温 は , 季節 的 変化 を 示し た (Fig. 6). 
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Fig.9. Male attraction and change of illuminance. Closed arrows show the first attraction in 
a day. Open arrows show the second attraction in a day. Field observation was carried 
out from 0930 to 1530 hrs and interrupted by heavy rain from 1040 to 1140 hrs on 
September 21. 


雄 成虫 の 誘引 時 の 湿度 (Fig.5) は , 1998 年 の 調査 で は 48-8496, 1999 年 の 調査 で は 35-9496 と , 比較 
的 広い 範囲 で 誘引 きれ た . 雄 成 虫 の 誘引 個体 数 は , 湿度 が 70-79% の 範囲 で 多く , 1998 年 の 調査 で は 
56 頭 (46.3%), 1999 年 の 調査 で は 80 頭 (48.2%), 合計 136 頭 (47.4%) で あっ な た. 





3. HERRES FORARE CES 


成虫 誘引 時 の 照度 は , 1998 年 で は 最高 34.500 1x, 最低 89lx, 1999 年 で は 最高 50.700 1x, 最低 210 lx 
で あっ た . も っ と も 多く 謎 引き され た 照度 の 範囲 は , 1998 年 は 0-1,0001x (30 頭 , 24.8%) ^C, 1999 年 は 
4,000-5,000 Ix (25 頭 , 15.1%) で あっ た . 10,000 lx 以下 の 低 照 度 で 誘引 きれ た 個体 は , 2 年 間 で 合計 
240 頭 (83.6%) で あっ た (Fig. 7). 


成虫 が 誘引 され た 時 間 帯 の グラ フ を Fig. 8 に 示す . 雄 成虫 の 誘引 が 多数 観察 され た 時 間 帯 は , 日 没 60 
分 前 か ら 10 分 前 に か け て で あっ た . 1998 年 の 調査 で は , この 時 間 帯 に 飛来 し た 個体 の 合計 は 83 頭 
(68.6%) T, 日 没後 に 誘引 され た 個体 は わずか 4 頭 の み (0.3%) で あっ た . も っ と も , 遅く 誘引 きれ た 
個体 は , 日 没 7 分 後 9 月 12 日 , 18 時 12 分 , 89 lx) で あっ た . 1999 年 の 調査 で は , 日 没 60 分 前 か ら 

10 分 前 に 飛来 し た 個体 は 合計 90 頭 (34.2%) で あっ た . 日 没 2 時 間 前 より 早い 時 間 に 誘引 され た 個体 
も 21 頭 (12.7%) 観察 きれ た . また , も っ と も 早い 時 間 の 誘引 は , 日 没 の 7 時 間 43 分 前 (9 月 21 日 , 
10 時 7 分) で あっ た . 


1999 年 の 調査 で は , 午前 中 や や 日 中 の 早い 時 間 帯 に も 誘引 きれ た . この 場合 (Fig.9, 照度 の 上 昇 は 鈍 
く 誘 引 時 の 照度 は 日 没 近 く と 同じ 程度 に 低かっ た (9 H 18 日 , 12 時 25 分 , 3.460 lx: 9 月 20 日 , 14 時 
45 分 , 6,5001; 9 月 21 日 , 10 時 7 分 , 160701x). その 後 , 照度 は 上 昇 し , 2 回 目 の 誘引 を 見 た . 


日 没 時 の 誘引 で は , 日 中 の 照度 の 推移 と 誘引 開始 時 の 照度 と の 間 に 関 係 が 認め ちら れ た . 日 中 に よく 晴 
VUEEBE28 ESL U, 高い 照度 値 で ゆる や か に 推移 し た 日 (Fig. 10) は , 比較 的 高い 照度 で 誘 A EA 
傾向 が , 低 照度 で の 緩やか な 低下 が 起こ っ た 日 (Fig 11) は , 低 照 度 で 誘引 が 開始 する 傾向 が 認め 

れ た . 0-20 分 程度 の 短 時 間 の 照度 の 低下 で は , 雄 成虫 の 誘引 は 観察 きれ な か っ た . 
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Figs 10-11. Male attraction and change of illuminance. 10. Fine day. 11. Cloudy day. 
Arrows show the first attraction. 


4. 日 没後 か ら 翌 朝 に か け て の トラ ッ プ に よる 雄 の 誘引 


成虫 の 出現 ピー ク 期 の 後半 に , 夜間 か ら 翌 朝 に か け て 10 日 間 に 渡り , 誘引 ルアー を 付 し た トラ ッ プ 
を 設置 し た が , 1 頭 の 雄 も 誘引 捕獲 で き な か っ た . 


5 g 


1. 誘引 時 の 雄 成虫 の 行動 


コス カシ バ は 昼 行 性 の ガ で あり , 柳沼 ら (1979) に よる と , 交尾 行動 も か な り 視 覚 に 頼っ て いる こと 
が 報告 され て いる . 彼ら に よる と , 雌 成虫 が 求愛 姿勢 を し めす と 雄 成 虫 は 雌 成虫 の まわ り に 飛来 し , 
雌 成虫 の 背 方 近く で 把握 器 を 下方 に 突き 出し な が ら 特 異な 激しい 飛び 方 を 繰り 返し た 後 。 瞬 問 的 に 雌 
雄 が 結び つく . 今回 の 調査 に お いて , ルアー に 近づき な が ら 静 止 す る こと が な か っ た の は , ルアー の 
色 や 形 が 雌 と 大 きく 異な っ て いた こと が 起因 する と も 考え られ る . また , 設置 し て あっ た カメ ラ や 近 
く の ソ メイ ヨシ ノ の 樹 の 周辺 を 飛翔 し た こと も , 雌 の 探索 行動 で あっ た 可能 性 も 考え れる . これ ら の 
こと より , コス カシ バ の 雄 成 虫 が 雌 成 虫 を 探索 する の に 睦 成虫 か ら 放 出さ れ た 性 フェ ロモ ン と いう 化 
学 的 刺激 だ け で は な く , 視覚 的 刺激 も 大 き な 役 割 を 占め て いる よう で ある . 
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2. 性 誘引 物質 へ の 雄 成虫 の 誘引 条件 


雄 成虫 の 誘引 時 の 気温 は 26-30C の 範囲 が 多かっ た が , この 範囲 で 誘引 さき れ た 個体 の 61.4% (132 頭 ) 
は , 9 月 上 旬 か ら 中 旬 に か け て の 発生 ピー ク 時 の 個体 で 占め られ て いた . 誘引 時 の 平均 気温 の 季節 的 
推移 (Fig. 6) を 見 て も , 平均 気温 の 高い 8 月 に は 高い 気温 で , 低い 5-6 月 に か け て は 低い 気温 で , 雄 
成虫 の 誘引 が 開始 し て いる . また , 柳沼 ら (1977) に よる と , 成虫 の 温度 に 対す る 反応 は , I8'C で 飛 
翔 行動 が 始ま り , 28°C 前 後 ま で 歩行 と 飛翔 が 活発 で ある が , 32C 前 後 か ら 口 科 を 盛ん に 出し て 触角 
を 動か し な が ら 高 温 に 対す る 拒絶 興奮 状態 に な り , 3S'C 以上 で は 活動 が 著しく 鈍く な る と し て いる 
さら に , ISC 以下 で は , 雌 が コー リン グ 姿 勢 を と っ て 性 フェ ロモ ン を 放出 し て いて も , 雄 成 虫 の 誘引 
は まれ で あっ た と 報告 し て いる . ある 気温 域 が 雄 成虫 の 反応 を 誘起 させ る の で あれ ば , 誘引 の 時 間 帯 
が 日 没 前 後に か た よる こと は な い . それ ゆえ , 気温 は 雄 成 虫 の 行動 に 影響 を 与え る も の の , 性 誘引 物 
質 へ の 反応 を 誘起 する 直接 的 な 要因 と は 考え られ な い . 


今回 の 調査 で は , 70-7996 の 湿度 範囲 で 誘引 され た 個体 が 47.4% (136 頭 ) を 占め た が , 同時 に 湿度 が 
35-94% の 広い 範囲 に 渡っ て 雄 の 誘引 が 確認 され た . 柳沼 ら (1977) は , 湿度 の 高低 と 誘引 飛来 数 の 多 
少 と の 間 に 関 係 は な く , また , 湿度 が 高い 雨天 時 に は 雄 成虫 の 誘引 は 認め られ な か っ た と 報告 し て い 
る . これ は , 霧雨 の 状態 で は 雌 成 虫 の コー リン グ が 起こ ら な いこ と と 関係 し て いる よう で ある (柳沼 
ら , 1977). 合成 性 誘引 物質 を 用 いた 今回 の 調査 で は , 雨天 時 で も 7 頭 の 誘引 が 認め られ た . また , RB 
天 時 や 濃い 霧 の 時 に 合成 性 誘引 物質 に 飛来 する こと は よく 観察 され て いる (有田 未 発表 )、 気 温 と 同様 
に , 混 度 が 雄 成虫 の 性 誘引 物質 に 対す る 反応 誘起 の 直接 要因 と は 考え られ な い が , 雄 成虫 の 性 フェ ロ 
モン に 対す る 反応 は , 雨 が 降っ て いて も 継続 する こと が 明らか に な っ た . 


柳沼 ら (1977) の 処女 雌 を 用 いた 調査 で は , コス カシ バ 雄 成虫 の 誘引 の ピー ク 時 間 は , 6 月 中 旬 か ら 9 
月 中 旬 に か け て は 日 没後 で , 9 月 中 旬 以 降 は ほぼ 日 没 頃 で ある と 報告 し て いる . し か し な が ら , 1998 
年 の 調査 に お いて , 雄 成 虫 の 誘引 は 日 没後 に は 4 例 し か な く , 誘引 の ピー ク は 日 没 10-60 分 前 で あっ 
た . チャ ノコ カク モン ハマ キ を 調べ た 川崎 ら (1983) の 研究 に よる と , 処女 雌 ト ラッ プ と 合成 性 誘引 
物質 を 併用 し た 場合 , 誘 殺 数 が 増加 する 時 間 は , 合成 性 誘引 物質 の ほう が 約 1 時 間 早く な っ て いる 
これ は , 雌 成虫 の 性 フェ ロモ ン 放 出 以前 に 雄 成虫 の 活性 が 高まっ て いる た め と 考え られ て いる . 1998 
年 の 調査 は コス カシ バ の 雄 成 虫 の 場合 も , 雌 成虫 が 求愛 行動 を 示す 以前 に , 雄 成虫 の 性 誘引 物質 に 
対す る 活性 が 高まっ て いる こと を 示唆 し て いる . 


コス カシ バ 雌 の 性 フェ ロモ ン 放 出 は 日 没 近く に お こと な われ , 日 周 性 に よる も の で ある と 考え られ て い 
る (柳沼 ら , 1977). いっ ぱ ぽう, 雄 成 虫 の 誘引 は 日 没 前 後 だ け で な く , 照度 が 低下 する と 午前 中 や 日 中 
(9 月 18 日, 12 時 25 分 ; 9 月 20 日 , 14 時 45 分 : 9 月 21 日 , 10 時 7 分) に も 観察 され た . 2 年 間 の 調 
査 で も , 100001x 以下 の 低 照度 で 誘引 きれ た 個体 が 83.696 (240 頭 ) を 占め た こと か ら も , 照度 に 大 き 
く 依存 し て いる こと は 明らか で ある . 


さら に , 1) 日 没後 か ら 翌 朝 に か け て の トラ ッ プ 調査 で , 1 頭 の 雄 も 誘引 きれ な か っ た こと , 2) 誘引 
の ピー ク が 日 に 2 度 見 られ た 場合 , 1 度目 の 誘引 後に 照度 が 上 昇 し て いる こと , 3) 照度 の 緩やか な 低 
下 が 高 い 照 度 の 値 で 推移 し た 場合 , 比較 的 高い 照度 値 で 誘引 が 開始 し , 低 照度 で の 緩やか な 低下 が 起 
こっ た 場合 低 照 度 で 誘引 が 開始 する 傾向 が 認め られ た こと , 4) 0-20 分 間 程 度 の 短 時 間 の 照度 低下 
で は 雄 成 虫 の 誘引 が 観察 きれ な か っ た こと , 等 の 調査 結果 か ら 判 断 し て , 本 種 の 雄 成虫 の 性 誘引 物質 
に 対す る 反応 と 照度 と の 関係 は 以下 の よう で ある . 


1) 照度 の 上 昇 に よっ て , 雄 成 虫 の 性 誘引 物質 へ の 反応 は 抑制 きれ る . 
2) 低 照度 は 雄 成虫 の 性 誘引 物質 へ の 反応 を 持続 きせ る が , 反応 を 誘起 させ る 直接 的 な 要因 で は な い . 
3) 一 定時 間 以 上 の 連続 し た 緩やか な 照度 の 低下 が , 雄 成虫 の 性 誘引 物質 へ の 反応 を 誘起 する . 
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Summary 


Response to the sex attractant and factor of attraction of male Synanthedon hector were investigated 
using synthetic sex attractant in Yagoto Cemetery Park, Nagoya, Japan from the end of April to the 
end of October, 1998 and from the beginning of July to the beginning of October, 1999, 


The field experimental site is a low hill mostly developed as a cemetery park with the cultivated 
cherry as street trees. Synthetic sex attractant used in this experiment was a 1 : 1 component of (E, 
Z) 3, 13-octadecadienyl acetate and (Z, Z) 3, 13-octadecadienyl acetate. Three sex attractant lures 
were suspended at intervals of 2 m from a kite string that was extended at a height of 1.5 m between 
two cherry trees. Field observations were carried out from 2 or 3 hours before sunset to 10-30 
minutes after sunset in 1998 and from morning to sunset in 1999. Temperature, humidity and 
illuminance were measured every 10 minutes and also measured when attracted males were hovering 
near the sex attractant lures. In addition, a trap with a sex attractant lure was set up from 30 minutes 
after sunset to 3 hours after sunrise during 10 days from September 20 to October 1 in 1999, 


Attracted males were flying in circles within a radius of about 3 m of a sex attractant lure and a 
height of 1.5-3 m, and then were hovering at about 2-30cm distance from the lure. It was 
frequently observed that attracted males were flying in the cherry trees near the lures. However, 
males never touched the lures. Therefore it is considered that not only a chemical stimulus such as 
a sex pheromone but also an optical stimulus such as maculation plays an important part for the 
male mating behavior. 


There was no relation between temperature and male attraction and between humidity and male 
attraction in this experiment. According to Yaginuma et al. (1977), in misty rain virgin females did 
not show the calling pose so that no males were attracted. In this experiment using synthetic sex 
attractant, however, male attraction continued in heavy rain. 


Most of the males were attracted within an hour before sunset and below 10,000 Ix. When male 
attraction occurred in daytime, illuminance was below 10,000 Ix except one example (about 16,000 
Ix). However, male attraction did not occur in the early morning. When on fine days illuminance 
gradually fell, male attraction started under relatively high illuminance, but on cloudy days male 
attraction started under relatively low illuminance. When illuminance changed rapidly at intervals 
of 10-20 minutes, male attraction did not occur even if illuminance was below 10.000 1x. These 
results suggested that male attraction is stimulated by a gradual fall of illuminance. 


(Accepted May 24, 2000) 


Published by the Lepidopterological Society of Japan, 
5-20, Motoyokoyama 2, Hachioji, Tokyo, 192-0063 Japan 





NII-Electronic Library Service 


